
 

 

倉敷市防火協会倉敷支部会費算定基準 

 

１ 第一会員（危険物施設保有事業所） 

(１) 給油取扱所関係（自家用）          １施設   ５口以上 

 (２) 給油取扱所関係（灯油固定注油設備を持つもの）１施設   ８口以上 

 (３) 移動タンク貯蔵所              １台につき ２口以上 

 (４) 製造所等 

 級 別 許 可 施 設 数 区 分 口 数 

 １ 級    ２以下    ４ 

 ２ 級    ３以上～    ５未満   １０ 

 ３ 級    ５以上～   １０未満     ２０ 

 ４ 級   １０以上～   ３０未満   ４０ 

 ５ 級   ３０以上～   ５０未満   ６０ 

 ６ 級   ５０以上～  １００未満   ８０ 

 ７ 級  １００以上～  １２０未満  １００ 

 ８ 級  １２０以上  １２０ 

 

２ 第二会員（危険物施設のない防火対象物） 

 (１) 特定防火対象物 

  ア 延べ床面積５００㎡以上の事業所            １０口以上 

  イ 延べ床面積３０００㎡以上の事業所           ２０口以上 

  ウ 延べ床面積６０００㎡以上の事業所           ３０口以上 

  エ 同一敷地内の全従業員数が１００人を超える場合は、１００人ごとに５口

を加算 

 (２) 非特定防火対象物    

  ア 延べ床面積１０００㎡以上の事業所           １０口以上 

  イ 延べ床面積５０００㎡以上の事業所           ２０口以上 

  ウ 延べ床面積１００００㎡以上の事業所          ３０口以上 

  エ 同一敷地内の全従業員数が１００人を超える場合は、１００人ごとに５口

を加算 

 

３ 賛助会員（その他の事業所） 

(１) １事業所                       ５口以上 

 

 



 

 

※ ２による算定において、同一敷地内において棟が複数存する場合は、各棟で口数を算定し、そ

れを合算する。 

※ 口数は、１及び２により算定し、双方に該当する事業所の場合は、その口数を合算するものと

し、最大口数は１２０口を限度とする。 

※ 会員は敷地単位とする。 

※ 会費は、１口６００円とする。 

※ 口数の基準は３月３１日現在で算定し最低５口以上とする。 

 

    附    則 

１ この基準は、会員の会費算定基準として、昭和４７年１０月１日から施行する。 

２ この基準は、一部改正により、第一会員と第二会員の会費を区分し、会員の会

費算定基準として、昭和５０年４月２４日から施行する。 

３ この基準は、一部改正により、昭和６０年５月９日から施行する。 

４ この基準は、一部改正により、昭和６３年４月１日から施行する。 

５ この基準は、一部改正により、平成７年１０月１日から施行する。 

    附    則（い） 

６ この基準は、一部改正により、平成２０年４月１日から施行する。 

６の１ 

  この基準の施行の際、現に加入している事業所については適用しない。 

７ この基準は，全部改正により、令和元年５月１０日から施行する。 

７の１ 

この基準の施行の際、現に加入している事業所については令和２年４月１日よ

り施行する。なお，従前の会費でもよい。 

 

 


